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発生日時：平成２６年９月９日 １０時３０分頃

発生場所：ＤエリアＤ５タンク止め弁（D-D5-V3）閉止フランジ

発生状況：本日、発電所構内Ｄエリア内に設置されているＤ５タンクにおいて、ＲＯ濃縮水の
受け入れ作業を実施していたところ、Ｄ５タンクの連結配管の先にある閉止フラン
ジより、水が滴下（１秒に３滴程度）していることを受け入れ作業に立ち会ってい
た当社社員が発見した。
そのため、漏えい箇所については、ビニール養生を実施するとともに、Ｄ５タンク
の連結配管に設置されている止め弁（D-D5-V3）を増し締めすることで、漏えい
が停止した。
滴下した水はＲＯ濃縮水で、滴下した水については仮堰内に留まっている。
※ 滴下が確認された閉止フランジは、今後、タンク増設した際の増設した
タンクとの連結用配管であり、現在はD-D6タンクが未設置のため、
異物混入防止用に仮閉止していた。

時系列：９月９日
１０：１５ Ｄ５タンク移送開始
１０：３０頃 Ｄ５タンク止め弁の閉止フランジから漏えい発見
１０：３１頃 Ｄ５タンク止め弁増し締め実施、漏えい停止を確認
１０：３２ Ｄ５タンク隔離実施（D5－D4間弁”閉”）
１０：３６ 閉止フランジ開放実施し残水ブロー
１１：０５ 閉止フランジ残水処理終了
１１：３５ 閉止フランジへパッキン取り付け終了

福島第一原子力発電所ＤエリアＤ５タンク止め弁の
閉止フランジからの滴下について
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東 京 電 力 株 式 会 社

１．概要
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２．現場状況


